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倉敷市国際交流協会では国際交流イベントに興味がある、ホストファミリーをやって
みたい！といった方へボランティアバンクへの登録をお願いしています。詳しくは
ホームページをご覧ください。

【会員募集中！】
倉敷市国際交流協会では会員を募集しています。年会費は一口2、000円、
法人・団体が一口5、000円です。会員の方には、講座・イベント情報や協会
紙をお送りするほか、講座受講料が無料・もしくは割引になるなどの特典が
あります。国際交流のテーマに少しでも関心をお持ちの方はぜひ協会に
ご入会ください。

環境にやさしい植物油インキ

EC2017は新たにニュージランドについての理解を深める
アクティビティも取り入れました。参加者153名の笑顔がNET
とJTEの先生の大きなやりがいになっています。 マティアス・シュタードゥラー市長はじ

め28名の訪問団が来倉されました。祝賀
会では伊東市長がシュタードゥラー市長
より頂いた民族衣装ディアンドルを着用
し、盛り上がりました。円通寺での座禅体験
や新渓園での生け花体験など大変興味を
持って楽しんでおられました。

小川洋一倉敷市国際交流協会長を団長とする32名の市民訪問団がサンクトペルテン
市を訪問し、 姉妹都市提携60周年の節目を共に祝いました。記念祝賀会ではブラス
バンド生演奏をバックに、両市の参加者が倉敷市歌を大合唱しました。

サンクトペンテン市から学生1名が来倉し、2家庭で
ホームステイをしながら、通学体験、広島・宮島デイトリップ
など倉敷・日本の生活や文化を体験しました。

〇倉敷市・サンクトペルテン市姉妹都市提携６０周年記念訪問団  来倉：9月6日～9月7日

〇倉敷市・サンクトペルテン市姉妹都市提携６０周年記念訪問団  派遣：10月29日～11月4日

〇短期留学生  来倉:5月25日～6月15日

〇イングリッシュキャンプ：8月29日～8月30日

姉妹都市提携６０周年姉妹都市提携６０周年
国内事業国内事業

サンクトペルテン
Sankt Pölten
サンクトペルテン
Sankt Pölten

初日にスイスSwing Kidsジャズコンサート、2日目には世界の料
理屋台、世界各国の歌や踊りのパフォーマンス、和文化体験ワーク
ショップといった例年のプログラムを実施し、日本人と外国人市民
が互いに交流し、国際理解を深めました。

〇倉敷国際ふれあい広場：10月14日～10月15日

小学生と保護者38人が倉敷市役所から専用バスでJICA中国を訪
問し、体験型ワークショップや民族衣装・楽器体験などを通して、世界
のことや国際協力について楽しく学びました。

〇JICA中国バスツアー：9月3日

サンタさんがイオンモール倉敷に来てくれて、倉敷市民と2日間
で合計538枚の写真を撮ってくれました。玉島学園への寄付も沢山
集まりました。ありがとうございます。サンタさん、是非、来年もまた
倉敷に来て下さい。

〇Santa Comes to Kurashiki：12月2日～12月3日

JICA日系社会青年ボランティアとして2年間の任務を終えてブラジル
から帰国した団迫咲希さんによる活動報告と、参加者も交えた座談会を
通して、ブラジルの生活
や文化、日系人社会に
日本語教育が必要とさ
れる理由など、参加者
41名が理解を深めま
した。

倉敷市立短期大
学と連携して分類・
集計作業を行い、13
カ国14キロ約9万
円とその他の外貨
11キロを日本ユニ
セフ協会に寄付し
ました。

〇ＪＩＣＡボランティア帰国報告会：1月21日 〇外貨コイン募金

大学生1名を派遣しました。ホームステイしながら、現地
の学校に通ったり音楽学校の体験レッスンを受けたりと
貴重な経験をしました。

〇短期留学生  派遣:2月28日～3月15日

～ボランティアバンクに登録しませんか？～ 

国際協力 ・ 貢献事業

倉敷市国際交流協会
facebook  はじめました !
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〇学生親善使節  来倉：7月13日～7月31日
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〇倉敷市・カンザスシティ市姉妹都市提携４５周年
記念訪問団  来倉：4月9日～4月13日

姉妹都市提携45周年を記念して、博子・キートリー中部
日米協会元役員を団長とするカンザスシティ市民訪問団
13名が来倉され、ホームステイ、記念祝賀会、日本文化体験
など各種交流事業を通じて、両市の交流を振り返るととも
に、今後の更なる姉妹都市交流の発展を図りました。

カンザスシティ市から4人の高校生が来倉し、
倉敷市内で一般家庭にホームステイをしながら日本
文化を体験しました。倉敷商業高校の生徒との
交流のほか、倉敷カンザスシティ市民交流協会が
企画したデイトリップにも参加するなど多くの
市民と交流しました。

〇生活体験団  派遣：7月25日～8月10日

中学生14名引率者2名を派遣しました。（25回目）ホストファミ
リーとの交流、通学体験、クライストチャーチの大自然等慣れない
環境の中、た
くさんのこと
を学び、感じ、
ひと回り大き
くなって帰国
しました。

〇学生親善使節  来倉：9月28日～10月12日

姉妹都市提携45周年姉妹都市提携45周年カンザスシティ
Kansas City
カンザスシティ
Kansas City

〇生活体験団  派遣：7月25日～8月10日

〇倉敷市・鎮江市姉妹都市提携２０周年記念訪問団
派遣：11月17日～11月21日

高校生7名、引率者1名
を派遣しました(41回目)。
ホームステイや現地の人た
ちとの交流を通じて、貴重
な体験、思い出と強い絆を
得ることができました。

〇友好交流訪問団：
6月28日～6月30日
李国忠中国人民政治協商会議主席を

団長とする鎮江市友好交流訪日団6
名が来倉され、表敬訪問のほか、鎮江
市と関係の深い関係者、団体との懇談
を行いました。

河田育康副市長を団長とする24名の市民訪問団が
鎮江市を訪問し、書道展、少年宮での行事、記念祝賀会
などを通じ、友好都市提携20周年の節目を共に祝いま
した。

〇倉敷市・鎮江市友好都市提携20周年記念
丁觀加書画展：10月23日

〇倉敷市・カンザスシティ市姉妹都市提携４５周年
記念訪問団  派遣：7月9日～7月14日

生水哲男副市長を団長とする12名の市民訪問団がカン
ザスシティ市を訪問し、姉妹都市提携45周年の節目を共に
祝いました。姉妹都市提携当時の市長チャールズ・ウィラー
氏（92歳)も参加され、当時の話に花が咲きました。

生活体験団のホームステイ先の中学生14名と引率者2名が来倉しました。倉敷・日本文化体験や学校通学などいろいろ
な体験や交流ができました。

〇障がい者  派遣：2月21日～3月2日

倉敷市から障がい者2名を含む5名の障がい者
親善大使訪問団を派遣しました。ホームステイ、
障がい者団体との交流、市内視察など、心温まる
おもてなしと雄大な自然を満喫しました。

〇カシミア高校受入：12月8日～12月13日

カシミア高校日本語学習生訪問団20名引率者3名が来倉しま
した。倉敷南高等学校との協働で、学校体験、地場産業見学、美観
地区でのフィールドワークなどを行いました。

友好都市提携20周年友好都市提携20周年鎮　江
Zhenjiang
鎮　江
Zhenjiang

倉敷市・鎮江市友好都市提携20周年記念して、鎮江
市ゆかりの書画家丁觀加先生をお迎えし、書画展を開
催しました。丁先生の作品58点が展示されました。

クライストチャーチ
Christchurch
クライストチャーチ
Christchurch

～倉敷市は東京２０２０オリンピック・パラリンピックのホストタウンです～

〇事前キャンプ決定!!

〇国際おもてなし講座 〇NZまるわかり講演会：6月9日

2020年東京オリンピックにおいて、ＮＺオリンピックウエ
イトリフティングチームが倉敷市で事前キャンプを実施する
ことに決定しました。

2020年の東京オリンピッ
ク・パラリンピックに向けたお
もてなし英語講座を複数回開
催。多くの皆様にご参加いただ
き、大人気講座となりました。

2020年東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会、ホストタウン関連事業として
ニュージーランド大使館キャサリン・エリン
トン二等書記官をお招きし、ＮＺの文化・歴史・
留学支援制度などについて学びました。


